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２０１9年 
8 月号 

第 83号 

交流会 

グループトーク 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

今
年
度
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、 

８
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

練
馬
区
立
区
民
産
業
プ
ラ
ザ(

コ
コ
ネ
リ) 

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
（
練
馬
駅
北
口
徒
歩
１
分
） 

 

で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

各
会
で
誘
い
合
わ
せ
て
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

第
26

回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

第
26
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
５
月
12
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
幹
事
会
か
ら
の
提
案
な
ど

が
あ
り
、
従
来
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
大
き
く
改
善
を
し
ま

し
た
。
会
場
を
石
神
井
公
園
駅
前
の
区
民
交
流
セ
ン
タ

ー
か
ら
練
馬
駅
前
の
コ
コ
ネ
リ
へ
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

の
交
流
会
も
参
加
者
は
無
料
と
し
、
全
体
の
時
間
も
１

時
間
短
縮
し
、
17
時
に
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
セ
ミ
ナ
ー
参
加
申
込
者
が
49
名
ま
で
膨

ら
み
ま
し
た
が
、
セ
ミ
ナ
―
実
参
加
者
は
38
名
と
、

11
名
の
不
参
加
者
が
出
た
の
は
反
省
材
料
で
す
。 

 

２
回
の
準
備
会
を
経
て
17
名
の
同
期
会
が
発
足
出

来
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
委
員
の
皆
さ
ま
と
、
特
に
幹
事

会
を
担
当
い
た
だ
い
た
「C

o
o
l 3

0

」
の
奮
闘
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
世
話
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
上
隆
雄 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

 
 
 
  

 

新
同
期
会 

 
 

(

レ
イ
ワ
ン
）
ご
挨
拶 

                      

  

R e i １ 

 

 

 

２
０
１
９
年
度
の
同
期
会
と
し
て
「R

 e
 i 1

」

が
６
月
16
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
会
の
名
称

は
令
和
１
年
を
祝
し
て
決
め
ま
し
た
。
会
員
数
は

17
名
と
小
さ
な
会
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

「
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
し
た
い
」
と
い
う
、
心
優
し

い
方
の
多
い
会
で
す
。 

 

と
は
言
え
、
い
き
な
り
社
会
貢
献
活
動
は
難
し

い
の
で
、
取
り
敢
え
ず
、
会
員
各
個
人
が
心
身
共

に
健
康
な
状
態
を
維
持
、
増
進
さ
せ
る
こ
と
で
家

族
や
周
囲
の
人
に
負
担
を
か
け
な
い
、「
間
接
的

．
．
．

社
会
貢
献
活
動
」
を
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま

す
。
こ
う
し
た
趣
旨
で
の
活
動
を
重
ね
た
後
、
子

供
達
や
社
会
的
弱
者
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
い
っ
た
「
直
接
的

．
．
．
社
会
貢
献
活
動
」
を
目

指
し
て
ゆ
く
、
そ
う
し
た
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ゆ
き
ま
す
。 

 

準
備
会
議
の
段
階
で
既
に
32
も
活
動
案
が
出

て
来
る
多
士
済
々
の
会
で
す
の
で
、
今
後
の
活
動

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。 

R
 e

 i 1
 

会
長 

  

清
水 

隆
博 

 

基調講演 

講師 

藤原佳典氏 



 

 

山本ＮＳＮ初代会長追悼 
 

山本初代会長は、ねりまシニアネットワーク（ＮＳＮ）を創設され、その発展に 

尽されると共に、地域の活動に貢献されたので、その業績を偲びます。 

【地域の活動】 

① ＮＰＯシニアふれあいねりま設立 (2001年) 

外出支援（運転ボランテｲア）、住宅改修、子育て

支援等の部門を持ち、地域で必要とされる支援を 

  行う組織を設立して、現在も活動中。 

② ボランテｲア活動推進 

・福祉施設のイベントの協力等 

・男性料理教室(５団体)の設立支援  

・高齢者配食サービス … 等 多数 

 

 

ねりまシニアクラブ２５周年事業 

東京湾クルージング 2017年５月 

 

 
 

                      

    

                   

                       

ねりまシニアネットワーク（ＮＳＮ）は、セカンドライフ時代を迎えた元気なシニアの集りです。 

セミナー参加者が同期会を作ります。 

ねりまシニアネットワーク（ＮＳＮ）は、「地域での仲間づくり」とその活動を支援する組織です。

その中心となる事業が、ねりまシニアセミナーです。セミナーの目的は、仕事・子育てを終え、自ら

のセカンドライフを充実させたいと願う方々に、地域でのセカンドライフを考えると共に、これから

の活動を共にできる「仲間づくり」の機会を提供することです。 

セミナー終了後、参加者による「同期会」結成のお手伝いをします。 

こうして生まれた新同期会は、趣味の会や老人会とは異なり、メンバーのさまざまな個性や嗜好が

生かされる、「地域」での活動の足場となるものです。 

 

 

山本初代会長は 毎回ねりまシニアセミナーで、その信念を述べられたので、ねりまシニアセミナー

のテキスト巻頭言を掲載します。 

 

【ＮＳＮ関係】 

1992年(平成4年) ねりまシニアクラブ発足 

1993年(平成5年) 第1回ねりまシニアセミナー開催 

1996年(平成8年) ねりまシニアネットワーク（NSN）の発足 

※主なＮＳＮの行事 

2003年(平成15年) 第1回サマーフェステｲバル開催 

2005年(平成17年) 会報／ＮＳＮ創刊号発刊 

200６年(平成18年) 第1回バス旅行（2013年終了） 

2008年(平成20年) 第1回チャリテｲ・クリーンウオーク（2017年終了） 

2010年(平成22年) 第1回講演会開催 

2011年(平成23年) 第1回ついのすまい研究会開催（セカンドライフ研究会として継続） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 山本初代会長 

2018 年

サマーフ

ェステｲ

バル挨拶 



 

 

山本ＮＳＮ初代会長追悼 
                        

                       

                       

 

【
追
悼
座
談
会
要
旨
】 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
創
設
当
初
か
ら
山
本
初
代
会
長
を
良
く
知

る
方
々
に
思
い
出
を
語
っ
て
頂
い
た
の
で
、
そ
の
要
旨

を
記
し
ま
す
。（
令
和
元
年
６
月
10
日
） 

［
参
加
者
］
敬
称
略
（
文
中
表
記
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
：
綿
貫(

W) 

睦
会
：
渋
井(

S)

・
横
山(
Y) 

四
季
会
：
桑
原(

K)

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
も
在
籍 

※
山
本
初
代
会
長
の
印
象 

 (

W)

区
報
を
見
て
10

名
程
が
参
加
し
会
を
作
っ
た

が
、
山
本
さ
ん
は
当
初
会
長
で
な
く
、
裏
方
と
し
て
組

織
づ
く
り
や
運
営
を
す
べ
て
行
わ
れ
る
方
だ
っ
た
。 

(

K)

四
季
会
入
会
と
同
時
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
も
入

っ
た
が
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
運
営
・
行
事
企
画
だ
け
で

な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ｲ
ア
活
動
や
男
性
料
理
教
室
の
立
ち

上
げ
等
、
次
々
に
新
た
な
企
画
を
打
ち
出
さ
れ
る
素
晴

ら
し
い
方
だ
と
思
っ
た
。 

(

Y)

山
本
さ
ん
は
人
脈
が
広
く
、
ま
た
人
を
活
用
す
る

の
が
う
ま
い
。
山
本
さ
ん
に
頼
ま
れ
る
と
嫌
と
は
言
え

な
い
。
一
時
期
、
社
協
の
評
議
員
も
さ
れ
表
彰
さ
れ
た

よ
う
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
以
外
に
も
沢
山
の
活
動
を
さ
れ
た
。 

(

S)

区
役
所
か
ら
勉
強
会
等
の
誘
い
が
あ
る
と
誰
か

を
行
か
せ
る
。
人
を
育
て
る
こ
と
を
考
え
る
方
だ
。 

      

※
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
の
活
動 

(

W)

始
め
の
活
動
は
歩
こ
う
会
だ
っ
た
が
、
高
齢
者
の
弁

当
配
食
を
私
が
提
案
し
、
山
本
さ
ん
も
積
極
的
に
関
わ
っ

た
。
後
に
歩
こ
う
会
が
高
齢
化
し
て
参
加
が
少
な
く
な
る

と
、
山
本
さ
ん
は
グ
ル
メ
の
会
を
提
唱
し
て
自
分
で
す
べ

て
調
べ
、
毎
回
の
企
画
を
最
後
ま
で
さ
れ
た
。 

(

K)

カ
メ
ラ
の
ク
ラ
ブ
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
提
唱
さ
れ
、

活
動
さ
れ
た
。
ま
た
、
お
酒
が
飲
め
な
い
の
に
二
次
会
に

も
欠
席
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
最
後
ま
で
参
加
さ
れ
た
。 

(

Y)

10
周
年
記
念
誌
を
企
画
さ
れ
て
表
に
出
ず
、
原
稿
集

め
・
編
集
・
製
本
ま
で
さ
れ
た
の
は
真
似
で
き
な
い
。 

※
Ｎ
Ｓ
Ｎ
と
の
関
わ
り 

(
W)

山
本
さ
ん
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
に
熱
意
を
持
っ
て
関
わ
っ
た
が

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
乗
り
気
で
な
く
、
大
変
だ
っ
た

と
思
う
。
積
極
的
に
協
力
し
た
の
は
桑
原
さ
ん
だ
け
だ
っ

た
し
、
今
思
え
ば
歯
ぎ
し
り
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

※
ボ
ラ
ン
テ
ｲ
ア
活
動 

(

K)

施
設
の
イ
べ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
提
唱
さ
れ
、
よ
く

行
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
ね
り
ま
を
創
設
さ
れ

た
時
に
は
、
私
も
子
育
て
支
援
の
部
門
で
活
動
し
た
。
男

性
も
料
理
が
で
き
な
い
と
自
立
で
き
な
い
と
の
思
い
か

ら
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
会
員
も
巻
き
込
ん
で
、
五
つ
の
男
性
料
理

教
室
を
次
々
に
作
ら
れ
、今
も
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
。 

            

【
奥
様
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
】 

山
本
Ｎ
Ｓ
Ｎ
初
代
会
長
の
奥
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で 

そ
の
一
部
を
記
し
ま
す
。（
令
和
元
年
６
月
12
日
ご
自
宅
で
）  

 

60
歳
で
退
職
し
て
か
ら
、
区
民
農
園
で
野
菜
作
り
や
料
理
を

楽
し
み
、
家
で
も
週
２
回
の
夕
食
当
番
を
言
い
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
イ
タ
リ
ア
ン
や
中
華
が
好
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
作
る

の
は
具
沢
山
の
鍋
物
が
多
く
、
ま
た
ハ
ン
バ
ー
グ
や
鶏
肉
ソ
テ

ー
の
ソ
ー
ス
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
外
食
に
も
よ
く
誘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
趣
味
は
、
俳
句
・
カ
メ
ラ
・
旅
行
・
音
楽
鑑
賞
と

幅
広
く
、
俳
句
は
サ
ン
デ
ー
毎
日
に
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。 

好
奇
心
が
強
く
凝
り
性
で
、
独
学
で
情
報
収
集
の
た
め
読
書

量
も
多
く
、
電
話
で
尋
ね
て
も
い
ま
し
た
。
食
事
で
も
旅
行
で

も
何
で
も
良
く
調
べ
て
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
張
り

合
い
だ
っ
た
の
で
す
。
脊
椎
管
狭
窄
症
の
運
動
療
法
と
し
て
ベ

ッ
ド
は
使
わ
ず
、
布
団
で
毎
朝
晩
40
分
く
ら
い
体
操
を
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
近
年
は
ジ
ム
に
通
っ
た
り
、
購
入
し
た
健
康
器

具
で
足
の
筋
力
を
維
持
し
て
お
り
ま
し
た
。 

最
近
は
歳
相
応
に
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
み
な
さ
ま
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
お
り
ま
し

た
。
顔
は
恐
そ
う
で
す
が
優
し
く
、
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
尊
敬
で
き
る
人
と
一
緒
に
な
っ
て
良
か
っ
た
、
結
婚
は

ア
タ
リ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

          



      

 

 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

オープン参加行事のご案内など 
  

【
定 

例 

行 

事
】 

 

【
Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ
】 

▼
Ｒ
１
年
５
月
25
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｒ
１
年
６
月
22
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会 

                                                              

【
編
集
後
記
】 

今
号
は
山
本
初
代
会
長
の
追
悼
号
と
し
、そ
の
業

績
と
人
徳
を
偲
び
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
Ｎ
Ｓ

Ｎ
を
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

さ
ら
に
Ｎ
Ｓ
Ｎ
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
、会
員
み
ん
な

で
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
〇
山
） 

 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                          

  

☆
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）
同
好
会 

初
め
て
の
方
に
は
簡
単
な
や
り
方
の
説
明
を
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
１
金
曜
日
13
・
30
～
14
・
30 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
１
０
０
円 

(

資
料
代)   

(

問
合
せ)

四
季
会 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を 

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 

偶
数
月
第
3
木
曜
日
14
・
00
～
16
・
00 

(

会
場) 

練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 

登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(
日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(
場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半
（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 
14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 

え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

 

                            
 

  

【
睦
会
20

周
年
記
念
バ
ス
旅
行
】 

 

「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
風
薫
る
５
月
13
日
（
月
）、

新
年
度
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
千
葉
南
房
総
へ
の

日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

早
朝
７
時
、
西
武
池
袋
線 

練
馬
高
野
台
駅
前
広
場

に
集
合
、
一
行
15
人
（
う
ち
２
名
は
オ
ー
プ
ン
参
加

の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
）
は
貸
し
切
り
バ
ス
で
出
発
し
ま
し

た
。
一
路
目
的
地
の
千
葉
へ
。
川
崎
か
ら
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
へ
、
潮
風
に
吹
か
れ
疾
走
。
10
時
過
ぎ

目
的
地
の
補
陀
落
山
千
手
院
那
古
寺
に
到
着
。
養
老

元
（
７
１
７
）
年
、
僧
行
基
の
開
山
と
い
わ
れ
真
言

宗
智
山
派
、
板
東
三
十
三
番
霊
場 

奈
古
観
音
と
し
て

名
高
い
古
刹
で
す
。
鶯
が
囀
っ
て
い
ま
し
た
。
参
詣

後
、
富
浦
の
昼
食
処
「
山
傳
丸
」
へ
。
新
鮮
な
海
の

幸
が
た
っ
ぷ
り
盛
ら
れ
、
お
酒
も
美
味
し
く
て
程
よ

く
酩
酊
。
道
の
駅
・
富
浦
枇
杷
倶
楽
部
で
、「
び
わ
狩

り
」
を
体
験
。
富
浦
は
房
州
枇
杷
の
特
産
地
で
、
皇

室
に
も
献
上
し
て
い
ま
す
。 

帰
路
は
ス
ム
ー
ズ
に
走
っ
て
午
後
４
時
帰
着
。
バ

ス
旅
行
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
な
ま
と
ま
り

で
、
楽
し
い
一
日
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
西
島
記
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                

補陀落山千手院那古寺山門 

昼食処 

【
会
報
に
つ
い
て
】 

 

会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
編
集
委
員
、
大
募
集
！ 

編
集
会
議
に
参
加
し
て
、
改
め
て
驚
い
た
。 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
各
会
を
繋
ぐ
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
の
「
会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
」
は
、
丸
山
さ

ん
始
め
編
集
委
員
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
な
作
業
な
し

に
は
、
絶
対
に
出
来
な
い
。
長
年
、
遣
り
甲
斐
を
も

っ
て
担
当
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
し
か
な

い
が
、
そ
ろ
そ
ろ
新
た
な
人
材
に
編
集
委
員
会
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
会
報
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
少
し
ず

つ
伝
承
し
て
い
か
な
い
と
、
遠
く
な
い
将
来
、
大
変

な
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
各
会
に
は
、
様
々
な
経
験
を
積
み
、
好

奇
心
旺
盛
な
人
材
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
、
会

報
の
編
集
等
に
携
わ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
方
も
き
っ

と
い
る
だ
ろ
う
。
ど
う
で
す
？
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ

ア
と
隠
れ
た
能
力
を
こ
こ
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

 
 

ト
リ
ト
ン
ね
り
ま 

 

武
藤 

哲 
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